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私 が鬼北町に来てから、８月７日でちょ

うど２年が経ちました。

　豊かな自然に、優しい人々…私はこの鬼北町

がとても好きです。町民の皆さんにいつも優し

くしてもらえる私は、本当に幸せだと思います。

そしてもちろん、子どもたちと一緒に楽しいこ

とができる今の仕事も、とても好きです。子ど

もたちは私が学校に行くと、すごく喜んでくれ

るので、私まで嬉しい気持ちになります。皆さ

んのおかげで、この２年間、私はとても楽しく、

充実した日々を過ごすことができました。

　私は、これまでに愛媛県内のいろいろな所へ

行ってきましたが、鬼北町が一番住みやすくて、

私に合っているなと感じます。特に自転車で

走ったり、マラソンをしたりしている時は、と

ても幸せな気持ちになります。

　また１年間この鬼北町で暮らせることになり

ましたが、この１年間は仕事を、そして町民の

方々ともっと交流を深められるように頑張って

いきたいです。

　皆さん、２年間本当にありがとうございまし

た。そして、これからも１年間よろしくお願い

します。

「Two years in Kihoku!」
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